
設立３０周年記念式典・講演会

11月25日 ～12月1日 は、『犯罪被害者週間』です

主 催

共 催 茨城県　茨城県警察

茨城県公安委員会指定　犯罪被害者等早期援助団体

公益社団法人　いばらき被害者支援センター

講師紹介
　平成15（2003）年、当時大学２年生だった次女の智紗都さんは、インターネットで知り合った男に殺害され、奈良

県の山中に遺棄され、２週間後に発見されました。

　米村氏は事件後、公益社団法人くまもと被害者支援センターの自助グループ「さくらの会」の設立に協力し、代表

を務めています。智紗都さんの死は、今でも完全に受け入れることはできないでいますが、智紗都さんの生きた証を

残そうと警察、学校、被害者支援センター等から依頼を受け、熊本県内外で講演活動を行っています。

※会場内での関係者以外の写真撮影・録音は固くお断りします。

　また、オンラインで参加の皆様も視聴のみとさせていただきます。録画録音、画像や音声の加工は厳禁と致します。

平成17（2005）年12月に閣議決定された「犯罪被害者等基本計画」において、毎年、「犯罪被害者等基本法」の

成立日である12月1日以前の1週間（11月25日から12月1日まで）が『犯罪被害者週間』と定められました。

会　場 水戸市民会館　大会議室

定　員 会場150名 、オンライン参加150名（参加費無料・事前申込み制）

後日　オンデマンド配信の予定

日　時 令和7年11月８日（土）14：00～16：00（開場13:30）

● 犯罪被害者週間とは

演 題  「遺族となって２２年」

講 師 （犯罪被害者ご遺族）米村　州弘 氏

プ ロ グ ラ ム

主催者挨拶　　　来賓祝辞　　　感謝状贈呈

設立30周年記念講演会  ～ 犯罪被害者の遺族の声を聴く ～

記念式典

第 ２ 部

第 １ 部

公益社団法人 いばらき被害者支援センター



氏　名

ふりがな

※申込書の個人情報は、本講演会の事務連絡以外には使用致しません。

会 場

会場アクセス

〒310-0802 水戸市柵町 1-3-1 茨城県水戸合同庁舎 6 階

電 話 029-232-2738（電話受付：平日 9:00～17:00）

住　所

029-232-3100F A X

j i m u @ i v a c . o r . j pE-mail

アクセス

申込み・問合せ先

住　所

電話番号

対面参加　　　　                       　オンライン参加希望される
参加方法

E-mail

10月24日（金）

令和7年

申込み締切

〒310-0026　水戸市泉町１丁目７番１号

水戸市民会館　大会議室

● JR水戸駅よりバス約5分・徒歩約20分

● お車でお越しの場合

近隣、周辺の駐車場をご利用ください。

● 路線バスをご利用の場合

   《水戸駅北口４番～７番「泉町一丁目」下車》

※駐車場を利用される際の駐車料金につきましては、ご自身でご負担いただきますようお願いいたします。

※駐車場でのトラブル等に関して、主催者及び施設管理者は一切責任を負いかねますので、予めご了承ください。

申込み方法

● 右の QR コードから必要事項をご記入の上、お申込みください。

● QR コードの読み込みが出来ない場合は、下記の参加申込書の必要事項を記載の上、

この用紙を切り離さず、このまま FAX 送信してください。

● 先着順で受付けますので、定員に達した場合は参加をご遠慮いただくことがあります。

公益社団法人 いばらき被害者支援センター 事務局

※直前の変更等についてご連絡する場合がありますので、日中連絡の取れる連絡先をご記入ください。

どのような動機でこの講演会に参加しようと思われましたか？

◆アンケート（お差支えなければ、以下の質問にお答えください）

この講演会をどちらでお知りになりましたか？
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茨城県近代美術館●
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（県民文化センター） 至県庁至50号バイパス

JR常磐線 水戸駅
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千波湖
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